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 「アンテナ・伝播研究専門委員会からのお知らせ」第 15 号をお届けします。 

 今回は、アンテナ・伝播研究専門委員会の 2007 年度体制と、今年８月 20 日（月）- 24 日（金）

に新潟の朱鷺メッセで開催予定の 2007 年アンテナ伝播国際シンポジウム（ISAP2007）の論文採録

状況についてお知らせします。 

 

【1】2007 年度アンテナ・伝播研究専門委員会の体制 

 電子情報通信学会は、5 月 26 日（土）に開催される第 81 回通常総会をもって、新年度の体制に

移行します。これに伴い、アンテナ・伝播研究専門委員会も、新体制に替わります。 

 委員長  堀  俊和 （福井大学） 

 副委員長  牧野 滋  （三菱電機） 

 幹事  山田 寛喜 （新潟大学） 

   岩井 誠人 （同志社大学） 

 幹事補佐  榊原 久二男（名古屋工業大学） 

 研究専門委員会の新体制への移行に伴い、AP 研各種委員会の体制も替わります。 

 WS 常設委員会  委員長： 堀  俊和 （福井大学） 

    幹事： 宮下 裕章 （三菱電機） 

 論文委員会  委員長： 宇野 亨  （東京農工大学） 

    幹事： 山口 良  （NTT ドコモ） 

 国際委員会  委員長： 伊藤 公一 （千葉大学） 

    幹事： 陳  強  （東北大学） 

 出版委員会  委員長： 澤谷 邦男 （東北大学） 

    幹事： 庄木 裕樹 （東芝） 

 アンテナ歴史委員会 委員長： 塩川 孝泰 （東北学院大学） 

    幹事： 菊間 信良 （名古屋工業大学） 

 表彰委員会  委員長： 唐沢 好男 （電気通信大学） 

    幹事： 高橋 応明 （千葉大学） 

 新しい体制での 2007 年度上期研究専門委員会は、6 月 21 日（木）に機械振興会館において開催

されます。 

 

【2】ISAP2007 論文採録状況 

 今年８月 20 日（月）- 24 日（金）に新潟の朱鷺メッセで開催予定の 2007 年アンテナ伝播国際シ

ンポジウム（ISAP2007）の論文委員会が４月 13 日（金）に開催され、論文採否およびプログラム

編成案が審議されました。続いて、翌 14 日（土）に ISAP2007 実行委員会が開催され、論文の採否



およびプログラム編成の概略が決定しました。 

 一般講演論文の採録状況は以下のとおりです。 

 

 総数 日本  外国 国数 

投稿論文数 412 件 207 件 205 件 33 ヶ国 

採録論文数 374 件 199 件 175 件 30 ヶ国 

採録率 90.8 % 96.1 % 85.4 %  

 

 当初、投稿数が危ぶまれましたが、最終的には、投稿数は 412 件となり、ISAP2000（484 件）に

次ぐ２番目の投稿数となりました。 

 ISAP2007 の参加登録については、URL（http://www.isap07.org/）をご覧下さい。 

 

【3】AP 研副委員長の戯言 

 日本の高校生の半分以上が県の位置を正確に言えないようなマイナーな「福井」に移り住んで、

いつの間にか５年半が過ぎました。その間、JR 福井駅の新駅舎が誕生し、駅周辺の整備に伴って、

福井の街は一新しつつあります。街に活性化の息吹が感じられる昨今です。あと数年もすれば、見

間違えるような街となっているかもしれません。そのような背景のもとで、昨年１月から、「AP 研

副委員長の戯言」と題して、「福井」に関する駄文を書き連ねて来ましたが、今回が最後です。 

 昨年と異なり、この冬は福井の街に殆ど雪が降りませんでした。「越前ガニ」とあわせて誰もが

口にする「雪国」のイメージも今冬については返上しました。時は５月、足羽川沿いの桜も散り、

新緑の「福井」へと季節が移っています。マイナーではあるけれども「住みやすさ日本一」の福井

には、それなりの親しみが沸いてきました。これも、前に書いたように福井に住む者の「自己満足」

なのでしょうか。このシリーズでご紹介した他にも、「恐竜」、「水仙」など、誇れるものがいっぱ

いあります。それを確かめに、是非、皆様も福井へお越しください。 

 ５月の研究会は、高知工科大学の島村先生と浜村先生のご協力を得て、高知グリーン会館で開催

します。AP 研関係者にとって、「高知」は最後のターゲットでした。事実、AP 研関係者には、私を

含めて、「高知は今回が初めて」と言う人が多いようです。皿鉢料理をはじめ、美味しい酒と肴が

我々を待っていてくれることでしょう。また、今回は、以前に述べた、 

 rot（黒潮）＝ 美人 

の式の信憑性についても確かめたいと思っています。 

 次回からのこの欄は、新しく副委員長に就任される牧野滋氏にお願いすることになっています。

上式の信憑性の報告については、次回からの著者にお任せしたいと思います。15 回お付き合いいた

だきまして有り難うございました。今後とも、AP 研の活動にご協力いただきますようお願い申し上

げます。 

＜問合せ先＞            

アンテナ・伝播研究専門委員会副委員長 堀俊和（福井大学） 

E-mail：ap_ac-chair@mail.ieice.org 


